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東京都地域公益活動推進協議会
会員施設 事業所　施設長 様
東京都地域公益活動推進協議会
情報発信委員会　　　　　　
委 員 長　　　山 田　貴 美

東京都地域公益活動推進協議会 情報発信委員会
「ウイズコロナ時代の地域公益活動の状況把握調査」回答のお願い

時下、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
東京都地域公益活動推進協議会の活動につきまして、日頃よりご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます。
さて、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、新たな生活様式が示され、社会福祉法人が実施する地域公益活動にも大きな影響が出ているかと思います。
そこで、地域公益活動の活動状況、課題や工夫等を把握するため、標記調査を実施いたします。つきましては、ご多忙の折とは存じますが、下記によりご協力いただきますようお願いいたします。

記
１　調査目的
令和2年5月に実施した「新型コロナウイルス感染拡大に伴う地域公益活動の状況把握調査結果」では、地域公益活動を実施している法人のうち約8割が「当面中止している事業がある」と回答しているものの、約4割が「中止せずに何らかの活動を継続している事業がある」と回答していました。地域公益活動を中止せずに継続している活動は、カフェやサロン等の集まる活動から、食事や広報誌等を届ける活動に変化させていました。
上記調査から半年が経過し、地域公益活動の状況を再度調査し、活動状況の把握、活動するうえでの課題や工夫を共有し、ウイズコロナ時代の地域公益活動を検討する材料とします。

２　調査対象　東京都地域公益活動推進協議会の会員施設・事業所

３　回答方法　回答および集計の迅速化のため、下記フォームよりご回答ください。
　　　　　　　https://bit.ly/33r6xeC
※上記URLを入力いただくか、東京都地域公益活動推進協議会トップページの
「新着お知らせ」にリンク先を掲載しています。
※調査票をデータでご希望の方はメールでお問合せください。

４　回答期限　令和2年12月16日（水）

５　調査結果　調査結果の概要をホームページに掲載します。

６　問合せ先　東京都地域公益活動推進協議会 事務局
[bookmark: _GoBack]東京都社会福祉協議会 福祉部 経営支援担当（吉原/斎藤）
℡03-3268-7192　FAX：03-3268-0635
Ｅ-mail：tky-koueki@tcsw.tvac.or.jp
https://www.tcsw.tvac.or.jp/koueki/

＜調査項目＞
メールアドレス
	



問1：法人名
	



問2：施設名
	



問3：回答者名
	



問４：部会名
	１．東京都高齢者福祉施設協議会
２．身体障害者福祉部会
３．知的発達障害部会
４．障害児福祉部会
５．医療部会
６．更生福祉部会
７．救護部会
	８．保育部会
９．児童部会
10．乳児部会
11．母子福祉部会
12．婦人保護部会
13．その他



問５：事業形態（複数回答）
	１．入所事業
２．通所事業
３．相談事業
４．訪問事業
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問６：貴施設の地域公益活動の取組みの有無
	1．取り組んでいる　　→　問7へ
2．取り組んでいない　→　問14へ



問７：貴施設で実施している地域公益活動の状況について、活動状況をご回答ください（複数回答）。
	1．コロナ禍で中止している活動がある
2．感染対策に留意して取り組んでいる活動がある
3．活動方法等を見直して取り組んでいる活動がある
4．コロナ禍を踏まえた新たな活動に取り組んでいる




問８：「コロナ禍で中止している活動がある」について、事業内容、対象者、今後の見通し等をご記入ください。
※問７で「１．コロナ禍で中止している活動がある」を選択した場合にご記入ください。
	




問９：「感染対策に留意して取り組んでいる活動」について、事業内容、対象者、感染対策の方法等をご記入ください。
※問７で「２．感染対策に留意して取り組んでいる活動がある」を選択した場合にご記入ください。
	




問10：「活動方法等を見直して取り組んでいる活動」について、コロナ禍前の活動状況、コロナ禍における活動状況等をご記入ください。
※問７で「３．活動方法等を見直して取り組んでいる活動がある」を選択した場合にご記入ください。
	




問11：「コロナ禍を踏まえた新たな活動」について、事業概要、対象者、活動を始めた背景等をご記入ください。
※問7で「4．コロナ禍を踏まえた新たな活動に取り組んでいる」を選択した場合にご記入ください。
	




問12：コロナ禍で地域公益活動を取組むにあたっての課題について、該当する箇所すべてを選んでください。
	1．感染予防対策のため、申込制や人数制限、広いスペースの確保等、準備に手間がかかる
2．オンラインの活用は、参加される方のネット環境など個人差があり導入しづらい
3．地域公益活動を開催することについて、利用者や利用者家族の理解を得にくい
4．開催場所が施設内であり、不特定多数の方を施設に入れるのが難しい
5．地域とのかかわりが減少したことで、地域住民の困りごとを把握しにくい
6．地域公益活動の参加者と連絡をとれていない
7．地域公益活動の今後の方針について話し合いができていない
8．地域公益活動に対する行政の方針がはっきりしていない
9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問13：コロナ禍において地域公益活動を取り組むにあたり、「工夫していること」「工夫したいこと」（オンラインの活用、活動場所の工夫、コロナ禍での新たな課題の把握方法など）をご記入ください。
	




問14：コロナ禍において、現在は取り組めていないが、貴施設または他法人や区市町村ネットワーク等で「してみたいこと」「できそうなこと」をご記入ください。
	




問15：その他、東京都地域公益活動推進協議会の活動について、ご意見等がありましたらご記入ください。
	




